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上
うわばる

原の井川
熊本県平成の名水百選に認定



３　広報あしきた 広報あしきた　２

　６月２８日（月）、海浦漁港地域水産物供給整備事業の完了式
が海浦漁港埋立地で行われました。
　海浦漁港内に陸揚げ場や用具などを補修する場所がなく、また
防波堤が短く、荒天時には係船も出来ない状況であったため、整
備が進められてきました。本事業は、平成１３年度から平成２１
年度までに総事業費約９億４千３百万円をかけ、防波堤、浮桟橋、
道路、物揚場の整備が行われました。

芦
北
町
合
併
５
周
年
記
念
式
典

　

田
浦
町
と
芦
北
町
が
合
併
し
て
５

周
年
を
記
念
し
た
式
典
が
６
月
13
日

（
日
）、
町
関
係
者
、
来
賓
、
受
賞
者
約

２
０
０
人
が
出
席
し
、
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー（
旧
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
田
浦
イ
ン
タ
ー
の
開
通
や
星
野

富
弘
美
術
館
の
開
館
、
商
工
会
の
合
併

な
ど
平
成
17
年
に
合
併
し
て
か
ら
こ
れ

ま
で
の
出
来
事
が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
地
域
活
性
化
功
労
者
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、

合
併
５
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
地

域
づ
く
り
・
教
育
・
福
祉
・
環
境
な
ど

の
分
野
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
ィ
ア
等
に

よ
り
積
極
的
な
自
主
活
動
を
多
年
に
渡

り
実
施
さ
れ
て
い
る
団
体
や
個
人
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。「
環
境
・
美
化
」、「
国

際
貢
献
」、「
地
域
づ
く
り
」、「
青
少
年

健
全
育
成
」
の
４
部
門
で
29
団
体
・
29

個
人
の
方
へ
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。　

芦北町地域活性化センター
落成記念コンサート

　

合
併
５
周
年
記
念
式
典
終
了
後

に
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
落

成
を
記
念
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
組
に
よ
る
童
謡
な
ど

の
歌
で
、
会
場
に
詰
め
掛
け
た
約

４
０
０
人
の
来
場
者
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
も
田
浦
祝
い
唄
保
存

会
、
田
浦
オ
オ
ル
リ
・
コ
ー
ル
、

芦
北
幼
稚
園
が
出
演
し
会
場
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。　

海浦漁港全景

拡幅された道路

浮桟橋

田浦祝い唄保存会の「祝い唄」

田浦オオルリ・コールの合唱

元気よく歌う芦北幼稚園児

司会：えみりィー

多くの来場者で賑わいました

来場した子どもたちもステージに上がり歌いました

竹﨑町長から「環境・美化」部門で表彰
を受ける芦北高校の代表

海浦漁港整備事業完了式

小田浦排水機場完成
◀
完
成
し
た
排
水
施
設

▶
排
水
能
力
は
１
分
間
に
９
０
㎥

　

６
月
２
日
（
水
）、
小
田

浦
排
水
機
場
が
東
海
カ
ー
ボ

ン
㈱
田
ノ
浦
工
場
横
に
完
成

し
、町
関
係
者
や
地
元
住
民
、

東
海
カ
ー
ボ
ン
関
係
者
な
ど

約
60
人
が
出
席
し
て
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
田
浦
地
区
の
一
部
は
、

大
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が
多

発
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
県

の
排
水
施
設
に
よ
り
対
応
し

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
り
排
水

能
力
の
限
界
に
近
い
状
況
が

頻
繁
に
発
生
し
、
合
併
前
か

ら
当
地
区
に
お
け
る
長
年
の

懸
案
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
解
消
を
図
る
た
め

に
、
平
成
19
年
度
か
ら
整

備
を
進
め
、
総
事
業
費
約

１
億
２
千
万
円
を
投
じ
、
こ

の
度
の
落
成
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
、
大
雨
に
よ
る
出
水

時
に
は
、
県
の
排
水
施
設
と

併
せ
て
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



　

６
月
25
日
（
金
）、
役
場
応
接

室
で
、
韓
国
か
ら
自
治
体
職
員
協

力
交
流
研
修
員
と
し
て
派
遣
さ
れ

た
、
李
智
惠
さ
ん
の
委
嘱
状
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
李
さ
ん
は

来
年
２
月
18
日
ま
で
役
場
を
中
心

に
地
域
づ
く
り
や
国
際
交
流
な
ど

を
研
修
さ
れ
ま
す
。
韓
国
か
ら
の

研
修
生
の
受
け
入
れ
は
李
さ
ん
で

10
人
目
と
な
り
ま
す
。

　

芦
北
の
皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。

私
は
韓
国
、
京
畿
道
の
始
興
市
か

ら
来
ま
し
た
。
芦
北
町
に
来
る
前

ま
で
始
興
市
役
所
の
車
輌
管
理
事

務
所
で
自
動
車
登
録
の
担
当
を
し

て
い
ま
し
た
。
京
畿
道
は
ソ
ウ
ル

の
隣
に
あ
る
日
本
で
言
う
県
に
当

た
る
所
で
す
。
私
が
働
い
て
い
た

始
興
市
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
西
南
部

に
位
置
し
て
い
る
人
口
39
万
人
の

都
市
で
す
。
南
部
は
工
業
団
地
、

中
部
は
農
地
、
北
部
は
住
宅
地
に

な
っ
て
お
り
、
韓
国
の
西
海
岸
に

接
し
て
い
て
風
景
も
綺
麗
で
す
。

特
に
内
陸
ま
で
入
っ
て
く
る
干
潟

が
有
名
で
、
毎
年
夏
に
な
る
と
干

潟
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
住

民
の
平
均
年
齢
は

33.1
歳
で
韓
国
の

中
で
４
番
目
に
若
者
が
多
く
住
ん

で
い
る
未
来
が
期
待
さ
れ
る
都
市

で
す
。
私
が
公
務
員
に
な
っ
た
の

は
２
０
０
３
年
で
、
そ
の
前
は
旅

行
会
社
で
添
乗
員
と
し
て
働
い
て

い
ま
し
た
。
日
本
は
何
回
か
来
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
住
む
の
は
初

め
て
で
す
。
趣
味
は
花
の
写
真
を

撮
る
こ
と
と
旅
行
で
す
。
こ
れ
か

ら
日
本
の
あ
ち
こ
ち

に
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

芦
北
で
の
生
活
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

色
ん
な
人
と
出
会
っ

て
色
ん
な
体
験
を
し

て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

広報あしきた　４５　広報あしきた

熊本名水百選に認定

　平家の落人伝説が残る吉尾地区 上
うわばる

原集落の
ほぼ中心部に位置する「井川の水」が熊本平成
の名水百選に認定され、認定証の伝達式が６月
２１日（月）、役場応接室で行われました。
　地元から渕上区長はじめ４人の方が出席さ
れ、「上原そばと同様に上原の自慢がまた増
えました。箔がついた水を地域づくりに活か
せるよう頑張ります。」と今後の抱負を語ら
れました。

海水浴場ボランティア清掃

　６月２７日（日）、「くまもと・みんなの川
と海づくりデー」の一環として海水浴場の清
掃活動が実施されました。午前７時３０分に
鶴木山海水浴場と御立岬海水浴場の清掃を行
い、約２００人のボランティアの方が汗を流
しました。
　午前１０時からは、町内の英語指導助手

（ALT) ３人と熊本市、人吉市、玉名市からの
ALT も参加し約１００人が御立岬海水浴場を
清掃しました。

人権の大切さを学ぼう

　６月７日（月）、計石小学校において、人
権擁護委員による人権教室が行われました。
教室には計石小学校の全校児童が参加し、最
初に人権に関するアニメを見た後、その感想
をもとに人形（人 KEN まもる君）を使って、
差別や偏見について学習しました。梅田委員
は、児童に「差別をせず、他の人への思いや
りの心を持った優しい人になってください。」
と話されました。

 
早

さ な

苗振
ぶり

祝い

　６月２７日（日）、湯浦地区米田の百
も も き

木集
落に伝わる早苗振祝いが地元公民館で行われ
ました。
　この祭りは、田植え後の慰労と、五穀豊穣
を祈願する行事です。地元住民がゴザなどの
材料で作った牛に扮して、面白おかしく農作
業を演じたり、早乙女衆による模擬田植えを
行いました。この行事は、９８年間途切れる
こと無く続いている伝統行事となっていま
す。

◆個人成績（町関係のみ）　優勝者（敬称略）
《トラック競技》

１００ｍ小学３年女子　　永井 美咲
１００ｍ小学４年男子　　井川 龍人
１００ｍ小学６年男子　　竹永 賢郎
１００ｍ中学１年女子　　荒川 琳香
１００ｍ中学２年女子　　小田 有里
１００ｍ中学３年男子　　浪崎 祐平
１００ｍ男子 40 歳〜 49 歳　野畑 光晴
１００ｍ男子 30 歳〜 39 歳　森山 泰宜
２００ｍ女子 34 歳以下　  村津 紗央里
１５００ｍ男子 40 歳〜 49 歳　宮島 誠一
４００ｍ R 小学男子　　木下 大雅、井川 龍人、
　　　　　　　　　　　溝俣 星玖、竹永 賢郎

４００ｍ R 中学男子　　浅田 剛、磧 慎之介、
　　　　　　　　　　　浪崎 祐平、田中 勝崇
４００ｍ R 男子 30 歳〜 49 歳
　　　　　　　　　　木野 輝雄、野畑 光晴、
　　　　　　　　         井川 大介、森山 泰宜

《フィールド競技》
走幅跳男子 30 歳〜 39 歳　中川 文博
走高跳男子 40 歳〜 49 歳　岡田 謙治
砲丸投女子 34 歳以下　　   嶋田 愛美
砲丸投男子 60 歳〜 69 歳     綱田 幸侑
砲丸投男子 40 歳〜 49 歳     告 𠮷弘
砲丸投男子 29 歳以下　橋口 貴文

◆団体成績
　○総合成績　　優勝　芦北町　２位　水俣市　３位　津奈木町
　○一般の部　　優勝　芦北町　２位　水俣市　３位　津奈木町　
　○中学生の部　優勝　芦北町　２位　津奈木町　３位　水俣市
　○小学生の部　優勝　芦北町　優勝　津奈木町　３位　水俣市

　第３８回水俣市・葦北郡各町対抗陸上競技大会が
６月６日㈰、エコパーク水俣陸上競技場で行われ、
芦北町が小学生・中学生・一般の部すべてを制して
総合優勝し、昨年の雪辱を果たしました。

中学男子４００m Ｒ

　李
イ

 智
ジ ヘ ェ

惠 さん

韓国からの自治体職員協力交流研修員紹介

芦北町が総合優勝
〜水俣市・葦北郡各町対抗陸上競技大会〜



　現在、芦北町では地球温暖化の防止や快適な生活空間の創造に寄与するグリーンカー
テンの普及に努めています。その一環として、町民の皆さまにはチラシ等でお知らせを
していました「グリーンカーテンコンテスト」の参加者を募集します。
　自薦、他薦また個人や団体、グリーンカーテンの規模は問いませんので多くの参加を
お願いします。

　　◆参加申し込み方法  　下記事項を記載し、住民生活課環境対策室にご提出ください。
　　◆申し込み終了期日　　８月３１日（火）

　

広報あしきた　６７　広報あしきた

区名 事業 補助金額

田浦 1
田浦 2

十五夜綱引き大会
郷土芸能伝承促進活動　他

228,000

田浦３
田浦４
横居木

盆踊り
十五夜綱引き大会
子ども神輿　　他

94,000 

田浦町１
田浦町２
田浦町３
田浦町４

綱引き大会
グラウンドゴルフ大会
地区コミュニティ広場整備　他

673,000 

小田浦２
小田浦３
小田浦４

十三夜祭
グラウンドゴルフ大会　他

141,000

小田浦 5
小田浦 6
小田浦 7

演芸大会
オリジナル瓢箪作成
３世代仲良し釣り大会　他

224,000

海浦１
海浦 2

グラウンドゴルフ大会
地区運動会
十三夜綱引き大会

94,000 

計石西
計石東

ふれあい農園整備
子どもの遊び場整備

159,000 

花西
レクリエーション用具購入
花いっぱい運動

82,000

道川内西 交通安全パトロール活動 92,000 

向町 花いっぱい運動 74,000 

田川
米・唐芋作り
地域歴史マップづくり　他

81,000 

八幡
花いっぱい運動
八幡神社収穫感謝祭グラウンドゴルフ大会

34,000 

大尼田
立川
松生

夏祭り
運動会
健康ウォーキング啓発活動

148,000 

　芦北町では、「個性の光る活力あるまちづくり」施策推進のため、地区住民の主体的な活動を支援する「芦
北町まちづくり支援事業」を実施しています。本年度は、５６区から２９件の申請があり、６，３７９千円
の補助金が決定されました。
　内容は、地区運動会、夏祭り、環境美化活動、各種スポーツ大会などのイベント開催や世代間交流事業、
地域安全対策事業などがありました。本年度も各地区で様々な地域づくり活動への取組みが実施されます。

＊お問い合わせ　企画財政課まちづくり推進係
　　　　　　　　☎８２−２５１１（内線２５２）

区名 事業 補助金額

大岩１
大岩２
永谷
黒岩
岩屋川内

EM 自然農法事業
小正月行事
秋祭り　他

376,000

吉尾
市居原
箙瀬

あゆ祭り
地域文化ふるさと祭り　他

631,000 

高田辺
グラウンドゴルフ大会
花いっぱい運動　他

150,000 

海路 花いっぱい運動 6,000 

東告
西告

運動会
防犯普及活動　他

231,000 

天月
七夕祭り
運動会　他

40,000 

白木 白木校区民レクリエーション大会 36,000 

塩浸 七夕祭り 28,000 

市野瀬
市野瀬地区盆祭り
グラウンドゴルフ大会

95,000 

大野 夏まつり 420,000 

国見 夏まつり 48,000 

福浦
沖
女島西

女の島花まつり事業 394,000 

湯東
湯北

宝亀祭
ふれあい七夕まつり
世代間交流会
ふれあい交流会　他

727,000 

宮崎
ミニ文化・産業祭
グラウンドゴルフ大会

65,000 

米田
丸山

運動会
夏祭り　他

639,000 

高岡南
古石北
古石南

みどりの里活用促進事業
古石運動会
古石夏まつり　他

369,000 

単位：円

平成２２年度 芦北町まちづくり支援事業決定

芦北の夏祭り情報
湯の香まつり
期日　７月３１日㈯、８月１日㈰
場所　湯浦川河川緑地公園

大野夏祭り
期日　８月８日㈰
場所　大野温泉センター

丸米夏祭り
期日　８月１４日㈯
場所　丸米生涯学習センター

大尼田ふるさと夏まつり
期日　８月１５日㈰
場所　大尼田生涯学習センター

「グリーンカーテンコンテスト」参加者募集

さしき七夕まつり
期日　８月６日㈮、８月７日㈯
場所　佐敷本町通り

古石夏祭り
期日　８月１３日㈮
場所　古石みどりの里

田浦夏まつり
期日　８月１５日㈰
場所　田浦運動場

花火大会
期日　８月２１日㈯
場所　芦北農村公園

田浦七夕まつり
期日　８月６日㈮
場所　地域活性化センター横

吉尾温泉あゆまつり
期日　８月１４日㈯
場所　東部保健福祉センター

大岩夏祭り
期日　８月１５日㈰
場所　大岩運動場

【男女バレーボール】　●場所　町民総合センター
　◆男子　優勝　大東体協 B　２位　大東体協 A　 　◆女子　優勝　佐敷体協 A　２位　大東体協 A　
　　　　　３位　佐敷体協 A、田浦体協 A　　　　　　　　　 ３位　田浦体協 A、湯浦体協 A

　　平成２２年度町民体育祭　６月２０日（日）開催大会結果

【クレー射撃】　●場所　湯浦温泉射撃場
　◆団体　優勝　湯浦体協　２位　佐敷体協　 ３位　大東体協
　◆個人　優勝　田中 寅市   ２位　野口 行夫　３位　原田 信房

【卓　　　球】　●場所　地域活性化センター
　◆団体　優勝　湯浦体協 A　２位　田浦体協 A　３位　佐敷体協 B　４位　湯浦体協 A 　
　　　　　５位　佐敷体協 A　６位　大東体協
　◆個人　優勝　上野 誠樹　   ２位　元山 正徳 

【バドミントン】　●場所　町民総合センター
　　　優勝　湯浦体協　２位　佐敷体協　３位　田浦体協　４位　大東体協

平成２２年度町民体育祭　7 月４日（日）開催大会結果

※町民総踊りは、花火大会時に実施して
　いましたが、本年度は、７月３１日㈯
　に湯の香まつりと同時開催されます。
　　◆　場所　湯浦川河川緑地公園
　　◆　時間　１９時１５分  〜

　◆参加者の氏名・住所・電話番号
　　（推薦にて申し込む場合は、推薦者の氏名・住所・電話番号も
　　  記載してください。）
　◆一番見ごろとなる時期
　　（見ごろとなる時期に確認のため伺わせていただきます。）
　◆一番アピールしたい事項
　　（一番見てもらいたいところや、取組み中の苦労話など何でも
　　  構いません。）

※定形の書式は、住民生活課環境対策室に用意していますが、上記
　事項の記載があれば様式は問いません。
＊お問い合わせ
　　住民生活課環境対策室　☎ ８２ー２５１１（内線１４７）
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佐敷小学校落成
全国に誇る木造校舎が完成しました（１月７
日）。県木材利用大型施設コンクールで、熊
本県賞を受賞。 三ツ島トンネル開通

県道水俣田浦線のバイパス道路として、女島
地区に全長 332m のトンネルが完成しまし
た（３月２２日）。

芦北高校　環境大臣賞受賞
魚付き林・アマモの増殖を図る活動やフィリ
ピン森づくりボランティア事業が高く評価さ
れ、環境保全功労者等環境大臣表彰を受賞し
ました（６月１１日）。

泊地区排水機場完成
海浦泊地区の災害時の浸水被害を解消するた
め、泊地区排水機場が完成しました（３月
３１日）。

大関山湧水・真っ清水  発売
大野温泉センターで「大関山湧水・真っ清水」
の製品発表会が関係者、地元住民約７０人が
参加して行われました（４月３日）。

東海カーボン（株）立地協定締結
熊本県商工観光労働部長立会いのもと、芦北
町と東海カーボン（株）との立地協定調印式
が行われました（３月３０日）。

合併５周年記念特集

芦北町のあゆみを振り返る
今月号は、平成１９年の出来事を振り返ります。

1200 年前の木簡発見
南九州西回り自動車道芦北ＩＣ建設工事に
伴う埋蔵文化財発掘調査が行われていた花
岡木崎遺跡で、古代の木簡２点が出土しま
した（１２月５日）。

古石そうめん流し世界記録達成
古石緑創会が、町道沿いに１７５０メートル
のそうめん流し特設コースを作り上げ、世界
記録を達成しました（８月２６日）。

マンモスビーチボールバレー大会
町民総合センター（しろやまスカイドーム）
１０周年記念マンモスビーチボールバレー大
会が１００チーム約６００人の参加で開催さ
れました（９月２日）。

田浦町・芦北町商工会合併調印
田浦町・芦北町商工会合併契約締結式が執
り行われ、平成２０年４月１日に会員数
４１８人の新芦北町商工会が発足しました

（１２月４日）。

「ビーチバレーインくまもと」
　　　　　　　第２０回記念大会
鶴ヶ浜海水浴場、芦北マリンパークビーチで

「ビーチバレーインくまもと」第２０回記念
大会が開催されました（７月８日）。

青年海外協力隊
　　３万人突破記念シンポジウム
1965 年に初めて青年海外協力隊が海外に派
遣されてから３万人を突破したことを記念
して、東京で記念シンポジウムが開催され
ました。竹﨑町長が全国の自治体代表とし
て参加し、カンボジア募金活動や青年海外
協力隊派遣条例制定等について報告しまし
た（９月２４日）。

平成１９年の出来事

平成１９年の出来事
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●案が閲覧できる場所　役場１階総合案内、田浦基幹支所、湯浦出張所、吉尾出張所、大野出張所
　　　　　　　　　　　※町ホームページにも掲載しています。
●募集期間　平成２２年７月９日（金）～８月９日（月）必着
●意見を提出できる方　町内在住者、町内勤務者、町内に事務所又は事業所を有する法人その他団体
●提出方法　住所・氏名・連絡先・勤務先 ( 必要に応じて )・ご意見を記入のうえ、郵送、持参、電子メー
　ル、ファックスにより提出してください。
　※上記の閲覧できる場所やホームページに応募用紙を設置しています。
●意見の取扱方法　内容を考慮し芦北町過疎地域自立促進計画の参考にさせていただきます。寄せら
　れたご意見は、住所・氏名など個人情報を除き、ご意見に対する町の考え方を示して公表させてい
　ただきます。ただし、意見提出者に対しての個別回答は行いません。なお、住所・氏名・連絡先の
　記入のない応募、誹謗中傷については、意見として取扱いません。
●提出先　〒 869-5498　芦北町大字芦北２０１５番地
　　　　　芦北町役場　企画財政課政策推進室企画調整係
　　　　　ＴＥＬ：８２ー２５１１（内線２５３）　ＦＡＸ：８２ー２８９３
　　　　　Ｅメール：seisaku@town.ashikita.lg.jp

意見公募

皆 さ ま の ご 意 見 を お 聞 か せ く だ さ い
芦北町過疎地域自立促進計画（素案）

　人口の著しい減少に伴って地域社会におけ
る活力が低下し、生産機能及び生活環境の整
備等が他の地域に比較して低位にある地域に
ついて、総合的かつ計画的な対策を実施する
ために必要な特別措置を講ずることにより、
これらの地域の自立促進を図り、もって住民
福祉の向上、雇用の増大、地域格差の是正及
び美しく風格ある国土の形成に寄与すること
を目的とする。

過疎法の目的

平成２２年度〜平成２７年度（６年間）
過疎計画の期間

過疎対策事業債 ⇒ 100％充当，元利償還の
　　　　　　　　　70％を交付税措置 
国庫補助率の嵩上げ ⇒ 教育施設，保育所，　
　　　　　　　　　　消防施設など 
県の補助制度 ⇒ 基幹道路・公共下水道の代
　　　　　　　　行制度など

計画実施のための国の支援措置

　過疎地域とは、人口の著しい減少により、地域社会
の活力が低下している地域で、過疎地域自立促進特別
措置法に定められた要件を満たす地域を指します。本
町全域が過疎地域に指定されています。
　過疎地域で国からの特別措置を受けるには、町が策
定する過疎計画に該当事業を掲載することが条件と
なっています。これまでも過疎計画を策定していまし
たが、引き続き特別措置を活用するために過疎計画を
策定する必要がありますので、皆さまのご意見を募集
します。

１）農林水産業、商工業その他の産業の振興及び観光に関
　　する事項
２）交通通信体系の整備、地域における情報化及び地域間
　　交流に関する事項
３）生活環境の整備に関する事項
４）高齢者等の保健・福祉の向上及び増進に関する事項
５）医療の確保に関する事項
６）教育の振興に関する事項
７）地域文化の振興等に関する事項
８）集落の整備に関する事項

芦北町過疎計画に記載してある主な事項

子宮頸
けい

がん予防ワクチン接種費用の全額補助が始まります

　芦北町では、若い女性に急増している子宮頸がん予防ワクチン接種費用の 
全額補助 を行います。

　芦北町に住所のある中学１年生〜中学３年生の年齢に相当する女子生徒
　（対象の方には個人通知しています。）
　※平成２３年度以降の対象者は、中学１年生の年齢に相当する女子生徒のみに
　　なります。

　１人当たり３回（十分な効果を得るため、必ず３回接種すること）

　
　補助額は１回当たり１４，５００円（３回で４３，５００円）です。
　※子宮頸がん予防ワクチンの接種料金は、通常で５０，０００円〜５５，０００円程度ですが、今回は
　　町内医療機関の先生方のご理解とご協力により３回で４３，５００円となりました。

　平成２２年８月２日（月）〜平成２３年３月３１日（木）
　（平成２３年３月３１日までに３回の接種が終わるように計画的に接種をしてください。）
　※２回目は、１回目から１か月、３回目は１回目から６か月の接種間隔が必要です。
　　そのため、１回目の接種は、９月末までに済ませる必要があります。（保健センターから通知があ
　　ります。）

　＊申込・お問い合わせ
　　　保健センター　☎８６−０２００

子宮頸がんは予防できる「がん」です

　子宮頸がんとは、子宮の入口付近にできる「がん」です。２０代から３０代の方に急増しています。
日本人全体では、１年間に約１５，０００人が子宮頸がんにかかり、約３，５００人もの方が亡くなって
いると言われています。原因は、発がん性ＨＰＶ（ヒトパピローマウィルス）というウィルスの感染です。

▶発がん性ＨＰＶに感染する前の１０代前半に子宮頸がん予防ワクチンを接種することで子宮頸がんの
　発症を効果的に予防できます。

子宮頸がん予防ワクチン接種方法について

子宮頸がん検診

●対象　２０歳以上の女性　●料金　７００円　●内容　問診、視診、子宮頸部細胞診並びに内診

　なお、発がん性ＨＰＶは一度排除されても何度でも感染するため、子宮頸がんを完全に防ぐために
は定期的に子宮頸がん検診を受けるなどして早期発見に努めましょう。

▶対象者

▶接種回数

▶接種料金

▶接種期間

無料（町全額負担）



　私たちの体の約６０％は水分です。水分は普段の食事などで摂取し、汗や尿などとし
て排泄され、体内の水分のバランスが調整されています。この水分のバランスが乱れ、
体内の水分量が不足することを ｢脱水｣ といい、高齢者にとって汗をかくことの多い夏
の暑い時期は特に注意が必要です。

＊お問い合わせ　保健センター　☎８６ー０２００

◆高齢者の夏の健康管理について
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○体内に蓄えられている水分量が少なくなっていること
○加齢による腎臓の働きの低下
○のどの渇きを感じにくくなっていること
○トイレが近くなることなどを理由に水分を控えてしまう傾向にあること

▶こまめに水分補給をしましょう
   朝起きた時、食事の時、食事と食事の間、寝る前など定期的にコップ１杯程の冷水やお茶を飲みま
　しょう。
▶１日３回、食事をしっかり摂りましょう
　食べ物には多くの水分が含まれていますので、食事をすることでも水分が補給されます。暑いと食
　欲が低下しがちですが、１日３回、食事をしっかり摂ることが大切です。
▶できるだけ快適に過ごせる環境にしましょう
　高温多湿、無風の室内では熱を体の外に出せない状態になるため、室内だからと安心はできません。
　水分補給と併せて、扇風機や冷房などを上手に使ってできるだけ快適に過ごせる環境にすることも
　大切です。

高齢者の脱水の原因

脱水の予防

芦
北
町
職
員
採
用
試
験

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
職
員
採
用
試
験

芦北町黒崎霊苑の使用者募集
　御立岬近くの閑静な高台に霊苑を開設してい
ます。霊苑に墳墓を建てたい方を募集します。
●名称　黒崎霊苑（くろさきれいえん）
●区画数　５６区画
　　　　　（1 区画１０㎡　２．５m ×４m）
●応募の方法　住民生活課または田浦基幹支所
に備付けの申請書に所定事項を記入のうえ、本
籍が分かる住民票の写しを添えて提出してくだ
さい。（申請書は、芦北町ホームページからも
入手できます。）
●応募できる方　①芦北町に住所を有する人で
祖先の祭祀をつかさどる方②芦北町に住所を有
しない場合は、町内に住所を有する代理人を定
められる方
●区画の割当　区画位置の希望は受け付けませ
ん。受付順で､ 町が指定した区画とします。
●永代使用料　1 区画　３００，０００円
●その他　応募者数が予定区画数に達した時点
で募集を締め切ります。
＊お問い合わせ
　住民生活課  環境対策室 
　  ☎８２−２５１１（内線１４７）

　耕作放棄地を解消して農地を復元したい方、補助事業を
利用しませんか？
　耕作放棄地を解消する場合、国または県の交付金を受け
ることができます。交付金の単価は、耕作放棄地の所在地
や解消費用に応じて以下のようになっています。なお、解
消後には耕作をしなければならない等の要件がありますの
で、詳しくはお問い合わせください。
主な要件・交付金額
●国事業　
　農振農用地区域内において、認定農業者等が貸借等に　
　より耕作放棄地を再生・利用する場合
　→３万円または５万円 / １０ａ

（土壌改良等との組合せにより最高１０万円 / １０ａ）
●県事業　
　①農振農用地区域外において、認定農業者等が貸借等　
　　により耕作放棄地を解消する場合
　　→ 　３万円 / １０ａ
　②自作地を解消する場合
　　→　２万円／１０ａ
※お問い合わせ
　農林水産課　農政係☎８２－２５１１（内線２７１）
　県芦北地域振興局  農業普及・振興課☎８２－５１９４

耕作放棄地解消に補助事業を利用しませんか？

　ミツバチは、採蜜はもとより果樹類やいちご、
メロン、すいか等の園芸作物の花粉交配には不
可欠で、農業でも重要な役割を担っています。
　早期水稲の出穂・開花期の農薬散布にあたっ
ては、次の３点に留意しミツバチの大量死亡事
故が起きないよう十分注意しましょう。
①農薬ラベルの使用上の注意事項をよく確認
　し、ミツバチに影響のある薬剤を使用する場
　合は特に注意する。
②近くの養蜂家と巣箱の位置や防除計画など事
　前に情報交換する。
③防除時は、ほ場周辺を十分確認し、ミツバチ
　や巣箱に農薬がかからないよう注意する。
＊お問い合わせ
　熊本県農業技術課
　　☎０９６ー３３３ー２３８１
　熊本県畜産課
　　☎０９６ー３３３ー２４０１
　県芦北地域振興局  農業普及・振興課
　　☎８２－５１９４
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ミツバチに対する農薬危害防止について



    

入
国
警
備
官
募
集

▼
受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日
～
平

成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

▼
受
付
期
間
７
月
20
日
㈫
～
８
月
３
日
㈫

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
26
日
㈰

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

法
務
省
福
岡
入
国
管
理
局　

　

☎
０
９
２
（
６
２
３
）
２
４
０
０
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田浦子育て支援センター   ８月の行事
　２日㈪〜４日㈬　　　　　　七夕飾り作り
　３日㈫、５日㈭、１０日㈫　プールで遊ぼう
１１日㈬　　　　　　　　　　色水で遊ぼう
１９日㈭〜２５日㈬　　　　　運動会の練習をしよう
２６日㈭　　　　　　　　　　誕生会・身体測定
◆センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　９時３０分〜１２時　１４時４５分〜１７時１５分
＊お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７−００３４

お 知 ら せ
新 刊 図 書 紹 介

「ロスト・シンボル」
ダン・ブラウン  著    角川書店

映画化された「ダヴィンチ・コード」、
「天使と悪魔」に続く歴史考証小説。

海外でも大反響の「ラングドン教授」
シリーズ第３弾。今回の謎は、世界最
大の秘密結社「フリーメイソン」につ
いてです。

芦北町立図書館

「鳥脳力」
渡辺茂  著　　　化学同人

鳥脳は小さいから低機能なんて大きな
誤解。道具をつくり、自己像を認知し、
言語も理解できる。
小さな頭に秘められた驚異の能力を紹
介しています。

しんかんくんは、かんたろうのことが
大好き。だけど、かんたろうくんは最
近さっぱり会いに来てくれません。し
んかんくんの会いたい気持ちはふくら
んで、もう止まらない！？新幹線が好
きなお子様におすすめの絵本です。

「しんかんくんうちにくる」
のぶみ  著　　あかね書房

お 知 ら せ

◎
一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

▼
受
験
資
格　

18
歳
～
27
歳
未
満

▼
受
付　

８
月
１
日
㈰
～
９
月
10
日
㈮

▼
試
験
日　

９
月
18
日
㈯

▼
試
験
会
場　

八
代
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

◎
航
空
学
生

▼
受
験
資
格   

高
卒
（
見
込
含
む
）
～
21

歳
未
満

▼
受
付　

８
月
１
日
㈰
～
９
月
10
日
㈮

▼
１
次
試
験　

９
月
23
日
㈭

▼
試
験
会
場　

九
州
電
通
労
働
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
水
俣

　
　
　

地
域
事
務
所

　

☎
（
６
３
）

　
　
　
　

５
８
６
３

　

水
俣
病
保
健
手
帳
の
取
り
扱
い

　

県
が
実
施
し
て
い
る
水
俣
病
総
合
対
策

医
療
事
業
に
お
い
て
、
平
成
17
年
か
ら
交

付
さ
れ
て
い
る
保
健
手
帳
（
青
い
手
帳
）

の
申
請
受
付
が
７
月
31
日
に
終
了
し
ま
す

（
当
日
消
印
有
効
）。

　

ま
た
、
既
に
保
健
手
帳
を
お
持
ち
の
方

が
、
今
後
も
療
養
費
の
み
の
給
付
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
水
俣
病
被
害
者
手
帳
へ

の
切
替
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、「
水

俣
病
被
害
者
手
帳
の
切
替
申
請
書
」
を
平

成
22
年
７
月
末
を
目
処
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
水
俣
病
保
健
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
０
６

　

役
場
住
民
生
活
課
環
境
対
策
室

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
４
７
）

▼
試
験
の
種
類
及
び
期
日

①
甲
種
及
び
乙
種
全
類  

９
月
５
日
㈰

②
甲
種
特
類
を
除
く
甲
種
及
び
乙
種
４
・

６ 

・ 

７
類   

９
月
12
日
㈰  

▼
試
験
地  

開
新
高
校

▼
受
付
期
間 

７
月
28
日
㈬
～
８
月
６
日
㈮  

▼
受
験
願
書
の
請
求
先  

　

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

熊
本
県
支
部
又
は
各
消
防
署

＊
お
問
い
合
わ
せ 

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
５
０
０
５  

  

就
業
支
援
相
談
と
労
働
相
談
窓
口

　

長
崎
税
関
監
視
部　

　

☎
０
１
２
０
（
８
２
８
）
６
８
０

    

自
衛
官
募
集

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

○
就
業
支
援
相
談

　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
２
２
２
４

○
労
働
相
談

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３　

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き

揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し

た
通
貨
や
証
券
類
を
お
返
し
し
て
い
ま

す
。
お
返
し
す
る
通
貨
等
は
次
の
も
の
で

す
。

▼
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら

れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

▼
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領
事

館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た

通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本

に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半
数
以
上
は

返
還
の
お
申
し
出
が
な
く
、
現
在
も
税
関

に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
ご
本
人

だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
も
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。お
心
当
た
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

  　

引
揚
者
の
皆
さ
ま
へ

　

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

　

親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

　

㈶
日
本
遺
族
会
は
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、

父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
参
加
費
８
万
円　

▼
実
施
地
域　

旧
満

州
、
旧
ソ
連
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中

国
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、イ
ン
ド
、マ
リ
ア
ナ
諸
島
、マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
、
洋
上
慰
霊

▼
申
込　

㈶ 

熊
本
県
遺
族
連
合
会

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

　

☎
０
３
（
３
２
６
１
）
５
５
２
１

   

平
成
22
年
度
消
防
設
備
士
試
験

　

さ
わ
や
か
知
恵
袋
講
座

　
　

受
講
生
募
集

▼
受
講
資
格   

県
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

▼
講
座
名　

マ
ジ
ッ
ク
、
折
り
紙
、
お
手

玉
、
竹
細
工
、
絵
手
紙
、
太
極
拳
（
受
講

期
間
は
９
月
か
ら
10
月
４
日
ま
で
。
受
講

日
、
時
間
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

▼
定
員　

各
講
座
20
人

▼
会
場　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
こ
の
ほ
か
材
料

費
負
担
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。）

▼
申
込
方
法 

ハ
ガ
キ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
応
募
と
し
ま
す
。

記
入
項
目
【
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
受
講
希
望
講
座
】

▼
申
込
締
切　

８
月
10
日
㈫
当
日
消
印
有

効　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

㈶
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　

〒
８
６
０
ー
０
８
４
２

　

熊
本
市
南
千
反
畑
町
３
ー
７

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
３
０
８
３
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く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
仕
事
の
探
し
方
や

仕
事
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
の
様
々
な
相

談
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
賃
金
、
解
雇
等
の
労
働
条
件
に

関
す
る
こ
と
や
、
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、
労
使
双
方
か
ら
の
様
々
な
労
働
相
談

に
つ
い
て
中
立
の
立
場
か
ら
専
門
の
相
談

員
（
社
会
保
険
労
務
士
）
が
助
言
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
必
要
に
応
じ
て
月
１
回
の
特
別

労
働
相
談
員
（
弁
護
士
）
に
よ
る
相
談
や

他
機
関
へ
の
案
内
も
行
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

    

芦
北
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　

総
会
の
お
知
ら
せ

▼
日
時　

７
月
26
日
㈪
９
時
30
分
～

▼
場
所　

役
場
本
庁
舎
３
階
大
会
議
室

　

※
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
６
１
）

 

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
職
業
紹
介

　

高
齢
者
の
方
々
の
生
き
が
い
を
高
め
、

健
康
で
明
る
い
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
長
年
培
っ
た
知
識
と
豊
富
な
経

験
を
活
か
し
、
就
業
で
き
る
よ
う
職
場
開

拓
と
職
業
相
談
・
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
相
談
日　

毎
週
火
曜
日

▼
相
談
時
間　

13
時
～
16
時

▼
相
談
場
所　

芦
北
地
域
振
興
局
福
祉
課
内

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

　

芦
北
相
談
所　

☎
（
８
２
）
５
３
１
０

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相
談
・

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
テ
ー
マ
ご
と

の
日
曜
日
労
働
相
談
を
実
施
し
、
専
門
の

相
談
員
（
社
会
保
険
労
務
士
）
が
助
言
を

行
い
ま
す
。
日
時
と
テ
ー
マ
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

・
１
回
目　

７
月
25
日
㈰
「
未
払
い
賃
金

に
関
す
る
相
談
」

・
２
回
目　

８
月
29
日
㈰
「
解
雇
に
関
す

る
相
談
」

・
３
回
目　

９
月
26
日
㈰
「
退
職
に
関
す

る
相
談
」

※
相
談
時
間
帯
は
、
い
ず
れ
の
日
も
13
時

か
ら
16
時
ま
で
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

　

電
話
番
号
は
右
参
照

日
曜
日
労
働
相
談
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　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

鳥江　祐
ゆうせい

成  　　５. ２２　    男　　陽　介　　湯南団地
鳥井　心

こ こ ね

寧　　  ６. 　１　    女　　清　一　　豊岡
木本　晴

はる

　　  　６.　 ４　    男　　隆　博　　白木
竹内　翔

や ひ ろ

宥　　  ６.　 ５　    男　　優　一　　湯浦南
林田　都

みやこ

　　　  ６. 　６　　女　　勇　貴　　花岡東
中村　颯

そ う ま

真　　  ６.　 ８　　男　　慎太郎　　花岡西
他村　樹

じ ゅ り

梨　　  ６. 　９　　女　　友　博　　花岡東
窪田　陽

ひ な

奈　　  ６．１１　　女　　秀　人　　乙千屋
橋本　実

み の り

乃莉　  ６．１２　　女　　雄一郎　　湯浦南
村田　海

かい

　　　  ６．１３　　男　　大　地　　小田浦１
高田　羚

り く

空　　　６．１７　　男　　翔　吾　　田川
小久保陽

ひ な

菜　　  ６．１７　　女　　翔　平　　黒岩
丸山　海

か い と

大　　  ６．１８　　男　　安　純　　小田浦６
永山　千

ち よ り

麗　　  ６．１８　　女　　　恵　　　西告
鶴内　奏

か な と

斗　　  ６．１９　　男　　典　朗　　乙千屋
毛利　菜

な ほ

穂　　  ６．２３　　女　　和　成　　高岡北

人 口　　　２０，２４６人　　（＋１１）
男 　　　　９，４２７人　　（＋７）
女 　　　１０，８１９人　　（＋４）

65 歳以上　　　　７，１０２人　　（＋２）
高齢者率　　　　　３５．１％　　（±０）
世 帯 数　　　７，６３４世帯　　（ー８）

人口のうごき（H22. ７.1 現在）　　  　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H22.6.1 〜 6.30　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H22.6.1 〜 6.30　受付分（敬称略）

　  死亡日          亡くなられた方　    年齢　　　区　

　 ５. ３１　　  長山　ミツエ　　   ９７　　天月
　 ６.　 １　      勝田　勝行　　　   ８３　　大尼田
　 ６.　 ２　　  橋口　芳子　　　   ４７　　田川
　 ６.　 ５　　  川添　礼子　　　   ６１　　八幡
　 ６.　 ５　　  川添　吉信　　  　 ８１　　田浦町３ 
　 ６.　 ５　　  牧川　久　　　　   ９０　    横居木
　 ６.　 ８　　  浅田　テル子　　   ７０　　花岡北
　 ６.　 ８　　  告脇　光男　　　   ６１　　東告
　 ６.　 ９　　  村木　トミエ　　   ９１　　計石東
　 ６.　 ９　　  楠岡　義明　　　   ９２　　黒岩
　 ６．１０　　  溝上　厚　　　　   ９０　　高岡
　 ６. １４　　  濱﨑　ミシオ　　   ９１　　計石西
　 ６. １８　　  松下　咲　　　　   ８７　　湯浦東
　 ６. １９　　  長﨑　冬美　　　   ８７　　天月
　 ６. ２０　　  藤本　麻理佳　　   ３３　　田浦町１
　 ６. ２１　　  松永　敦　　　　   ８５　　井牟田２
　 ６. ２２　　  鶴石　キミエ　　   ９６　　大尼田
　 ６．２７　　  森田　徹　　　　   ９０　　海浦２ 
　 ６．２９　　  福浦　フサヱ　　   ９７　　福浦
※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

遠
距
離
の
電
話
が
知
ら
す
星
月
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
道
子

菊
の
花
無
人
の
店
で
買
い
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
畑
君
子

青
梅
の
二
三
箇
落
ち
し
朝
の
道
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
森
嘉
市

マ
ツ
リ
カ
の
香
を
運
び
く
る
初
夏
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
峰
子

胸
襟
を
開
い
て
涼
し
ク
ー
ル
ビ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
茂

【
芦
北
短
歌
会
】

峽
の
里
田
植
え
終
り
て
見
回
り
の
人
ら
行
き
交
う
梅
雨
を
待
ち
つ
つ
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
泰
子

ス
ペ
リ
カ
ム
黄
色
の
花
は
今
さ
か
り
息こ

の
生
垣
を
遠
く
よ
り
見
る
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
宮
和
江

息
ひ
そ
め
過
ぐ
る
に
烏
欄
干
に
ま
な
こ
動
か
す
の
み
に
飛
ば
ざ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
ミ
ホ

三
キ
ロ
の
手
応
え
確
か
み
ど
り
児
は
吾
の
腕
の
な
か
絆
繋
ぎ
て
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
嶋
良
子

水
張
田
に
逆
さ
に
写
る
里
の
景
水
輪
た
て
ず
に
白
鷺
の
佇
つ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
よ
し
子

不
景
気
の
安
売
り
広
告
抱
え
こ
み
嵩
高
と
な
る
朝
刊
と
ど
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
島
住
子

術
後
二
日 

眼
帯
は
ず
す
朝
き
た
り
水
無
月
の
空
澄
み
渡
る
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
宮
美
佐
子

混
乱
の
政
治
の
犠
牲
か
牛
豚
を
殺
処
分
と
は
お
ぞ
ま
し
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
佐
智
子

気
負
う
こ
と
無
き
老
い
の
身
の
ひ
と
日
暮
れ
空
に
傾
く
繊
月
仰
ぐ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
来
道
子

一
瞬
を
触
れ
し
金
蛇
何
処
か
へ
消
え
暮
れ
な
ず
む
水
無
月
の
庭
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
本
史
子

俳

柳

短

歌

●お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０芦北警察署からのお知らせ

夏休み中の少年非行・家出を防止しましょう！
　夏休みは、少年非行や家出が増加するとともに、犯罪等の被害に遭うケースも増
加する傾向にあります。
　毎日の生活の中で、子どもの言葉や生活態度に注意して、
　・帰宅時間が遅くなる。
　・深夜外出、無断外泊が多くなる。
　・ウソをついたり、ソワソワして落ち着きがなくなる。
　・携帯電話の “ 出会い系サイト ” を利用する。
　　など、非行に至るおそれがある「兆し」を早期に発見し、　適切な指導を行っ
　て非行の未然防止に努めましょう。

少年を取り巻く有害環境を排除しましょう！
　・子どもの通学路や遊び場等の近くに、有害な環境がないか確認しましょう。
　・地域ぐるみによる有害環境排除運動を推進しましょう。
　・法令違反等の疑いがある場合は、警察に連絡してください。

○肥後っ子サポートセンター本部（熊本県警察本部少年課内）
　☎・FAX　　０９６ー３８４ー４９７６　　
　フリーダイヤル ０１２０ー０２ー４９７６
○肥後っ子サポートセンター城南分室（八代警察署生活安全課内）
　　☎  ０９６５ー３３ー０１１０（内線２７２）

●お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

水難事故にご注意ください！
　海水浴やプールで泳ぐなど、水のシーズンがやってきました。毎年この時期には、水難事故が発生し
尊い命が失われています。水難事故は、決められたルールを守らず身勝手な行動をしたり、ちょっとし
た不注意などで起こります。次のような点に注意し、水難事故の未然防止を図りましょう。

・目を離したわずかな隙に事故は発生しています。子供から目を離さないようにしましょう。
・プールサイドは滑って危険です。常に清掃し、絶対に走らせないようにしましょう。
・プールでの飛び込みは頚髄損傷事故を起こす恐れがありますので、させないようにしましょう。

・体調がすぐれないときや、飲酒しての水泳は危険です。
・準備体操は入念に行い、急に水に入らないようにしましょう。
・自分の泳力にあった深さで泳ぎ、ふざけたり危険な行為はしない。
・子供たちだけでの水遊びは危険です。保護者のいるところで遊びましょう。

・大きな声で周囲の人に知らせ、助けを求める。すみやかに１１９番通報し、救助・救急を要請する。
・二次災害の発生危険があるので、一人で泳いで助けることはしない。浮き輪や棒など身近な資器材を
　活用し救助にあたる。

監視者や保護者の注意点

泳ぐ人の注意点

もし事故が発生したら

ひとりで悩まず、相談してみませんか

芦北警察署少年柔道会部員募集

◆練習日時　毎週火・木・金曜日
　　　　　　１９時〜２０時３０分
◆場所　芦北署３階
＊お問い合わせ
　芦北警察署　生活安全係
　☎ ８２ー３１１０

見学自由です！



〒
869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
北

町
大

字
芦

北
２

０
１

５
TEL  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

http://w
w

w
.ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

発
行

日
／

平
成

２
２

年
７

月
１

３
日

発
　

行
／

芦
北

町
　

　
編

集
／

総
務

課
２

０
１

０

７
月

　N
o.67

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

　

星
野
富
弘
美
術
館
で
は
、
９
月
12
日
㈰
ま
で
、「
星

野
富
弘
の
多
彩
な
詩
画
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

花
の
詩
画
だ
け
で
な
く
、
風
景
、
動
物
な
ど
を
描

い
た
詩
画
を
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。　

ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館　
「
星
野
富
弘
の
多
彩
な
詩
画
展
」

▼
期
間　

６
月
16
日
（
水
）
～
９
月
12
日
（
日
）

▼
入
館
料　

一
般（
高
校
生
以
上
）５
０
０
円　

16
歳
未
満（
中

学
生
以
下
）
３
０
０
円　

６
歳
未
満
（
就
学
児
未
満
）
無
料

団
体
割
引
・
・
20
人
以
上　

一
般 

４
０
０
円　

16
歳
未
満

２
６
０
円　

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
１

名  

５
割
引
き　

※
障
が
い
者
手
帳
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購
入
日
か
ら
１
年
間
有
効
）

一
般 

２
０
０
０
円　

16
歳
未
満 

１
２
０
０
円　

16
歳
以
上
の

障
が
い
者  

１
０
０
０
円　

16
歳
未
満
の
障
が
い
者  

６
０
０
円

▼
開
館
時
間　

10
時 

～ 

18
時
（
４
月
１
日
～
９
月
30
日
）

　
　
　
　
　
　

９
時 

～ 

17
時
（
10
月
１
日
～
３
月
31
日
）

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

＊
お
問
い
合
わ
せ　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

作品名「ぶどう」

大福うどん
　カレーつけうどん　
　　　　　　　６５０円

道の駅たのうら「でんでん」
　芦北風つけたこ焼き　
　　　　　　　３８０円

道の駅たのうら「たばくまん」
　じゃこカレー炒飯　
　　　　　　　４８０円

マリンスポット M
　いきなりカレー　
　　　　　　　１５０円

レストラン「よしみ」
　足赤海老の焼きカレー
　　　　　　　８８０円

味乃なじみ
　本格欧風カレー　
　　　　　　　７００円

ファーマーズマーケット
「ぎゅーぎゅー亭」

　カシミール風焼き肉カレー
　　　　　　１７８０円

大野温泉センター
　夏野菜ピリ辛カレー　
　　　　　　　６００円

ビストロパザパ
　国際貢献あしきた牛カレー　
　　　　　　　１２００円

ヘルシーパーク芦北
　うぉっ！カツカレー　
　　　　　　　６００円

赤松館
　赤松館百年カレー
　　　　　　１０００円

交流館 「桝屋」（ますや）
　桝カレー　
　　　　　　　７００円

イタリア小料理コラッジオ
　焼きカレーパスタ　
　　　　　　　９００円

貝汁味処南里（水俣市）
　どーんとベジカレー　
　　　　　　１０００円

ファーマーズマーケット
「でこぽん」

　グリーンカレー　　　　
　　　　　　３８０円

芦北伽哩街道 平成２２年７月１７日（土）〜８月３１日（火）

●お問い合わせ

芦北伽哩街道実行委員会

事務局（役場商工観光課内）

☎８２ー２５１１

（内線１７１／１７２）

 http://curry-kaidou.com


